
【福井県福井市】 

学生のまちなかでの挑戦を支える 

学生“どまんなか”プロジェクトマネージャー募集要項（地域おこし協力隊） 

 

■ どんなお仕事？（３つのポイント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 福井県福井市ってこんなところ 

福井市は福井県北部に位置する県庁所在地で、県内最大の人口を有する都市です。2024

年 3 月には北陸新幹線が延伸開業し、観光やビジネスなど新たな動きが生まれています。 

また、東洋経済都市データパック編集部が発表している「住みよさランキング」では毎

年上位にランクインしており、2025 年においては全国総合 1位を獲得するなど、暮らしや

すさにも定評があります。 

 

■ 地域おこし協力隊の募集に至った背景 

 

 

 

 

 

 

福井県立大学福井まちなかキャンパスが令和９年度に開設されることを契機に、学生が

福井駅周辺をフィールドとして学び、活動する機会が広がります。買い物・飲食・アルバ

イトなど、学生のまちなか滞在や回遊も活発になる見込みです。 

こうした流れを受け、福井市では官民連携で「学生“どまんなか”プロジェクト」を立

ち上げ、学生がまちなかに関わりやすく、活動しやすい環境づくりを推進しています。 

一方で、今後は学生・地域・企業など多様な関係者の思いをつなぎ、全体を動かす「横

ぐし」の役割がより重要となってきます。 

そこで今回、学生の活動を現場で支え、関係者同士をつなぎ、学生の挑戦や思いを形に

する、「学生“どまんなか”プロジェクトマネージャー」として活動いただける地域おこし

協力隊を募集します。 

学生にとって魅力的なまちなかをつくる、非常にやりがいのあるミッションです。 

 

 

学生の 

「やってみたい」を 

“形にする”仕事です 

学生のまちなかでの活動を 

企画・調整・伴走で 

“支えます” 

学生・地域・企業を 

“つなぐ” 

役割を担います 

学生がまちなかで活動する機会が広がる一方、 

それを支える仕組みや人材が求められています。 



■ 学生“どまんなか”プロジェクトマネージャーとは？ 

 

 

 

 

 

本マネージャーは、学生・地域・企業・行政をつなぎ、学生の挑戦が自然に生まれる環

境をつくる役割を担います。 

学生が「やってみたい」と思ったときに、一歩踏み出せるよう背中を押し、必要なつな

がりへと導く役割を担います。 

 

【役割】 

・学生や地域・企業との日常的な関わりや信頼関係を育む 

・学生の挑戦を心理的・実務的にサポートし、活動のハードルを下げる 

・小さな試みや学生と共創する企画・イベントを形にしていく 

・学生によるまちなかでの挑戦が自然に生まれる環境をつくる 

 

今は福井の“まちなか”を詳しく知らなくても大丈夫です。学生の挑戦と成長を信じ、

まずは自分がこのまちを好きになることから始められる方を歓迎します。 

 産官学をつなぐ日々の対話から、小さな試みや、学生とともにつくる企画・イベントを

一緒に形にしていきましょう。 

 

■ 活動内容 

本業務は「企画職」ではなく、「現場で人と関わりながら動く仕事」です。 

（１）学生の相談対応・伴走支援 

・学生の挑戦アイデアや活動過程に関する相談に応じ、助言・情報提供を行う 

・活動の初期段階から振り返りまで、継続的な伴走支援（軽いメンタリング）を行う 

（２）学生と共創するイベント等の企画・運営 

・学生とともに、トークイベント、ワークショップ、講座等の企画・運営を行う 

・企画内容の検討、関係者との調整、会場手配、当日の運営、記録作成まで一連の業務

を担う 

【想定される主な企画】 

 〇「ふくまち大学」講座（年２回程度） 

 〇学生主体のまちなかイベント（年２回程度） 

 〇大学横断の大学教員、大学生との意見交換会（年１回程度） 

（３）産官学・地域団体との連携調整（「横ぐし」機能） 

・大学、行政、地域団体等との連絡調整および関係構築を行う 

・定例的な情報共有や協働に向けた働きかけを行う 

・学生との協働に関するルール整理 

（４）情報発信・可視化（SNS/レポート） 

・学生の挑戦事例やイベント実施情報を SNS および専用ホームページで発信する 

まちで挑戦する学生を、本気で支える仕事です。 

  



・主に、Instagram、ホームページ、note 等での発信を想定し、発信頻度の目安は以下

のとおりとする 

  〇Instagram：週３～５回程度 

   〇ホームページ：月１～２回程度 

   〇note：月１回程度 

※実施結果だけでなく、試行錯誤の過程や活動の裏側も含めて発信 

※学生が主体的に発信できる場合は、役割分担のうえ実施することも想定 

※発信内容や頻度は、活動状況に応じて調整するものとする 

（５）学生“どまんなか”プロジェクト推進会議等への参加 

 ・「学生“どまんなか”プロジェクト」推進会議（年２回程度）やワーキングチーム（随

時開催）に参加 

・会議運営の支援、進捗共有、関係者間の調整等を行う 

 

■ 活動イメージ 

〇１年目（立ち上げ期：令和９年３月まで） 

・まちなかや関係者（大学・企業・地域・市）の理解を深める 

・ヒアリングや対話を通じて関係性を構築する 

・小さな企画やイベント等に関わりながら現場感覚をつかむ 

〇２〜３年目（展開期：令和９年４月から） 

・学生の挑戦を継続的に支える仕組みづくりに関わる 

・学生とともにイベント等を企画・実行していく 

・地域のプレイヤーと連携し、活動の幅を広げる 

〇任期満了後 

・起業や活動を通じてつながった企業、団体等への就職など、地域や人と関わる多様な

場での活躍が期待されます 

 

■ 募集内容 

募集人数 1 名 

活動地域 
福井市役所、福井駅周辺エリアおよびコワーキングスペース等 

※活動によってはエリア外での活動も行います。 

職務内容 

「学生“どまんなか”プロジェクトマネージャー」として、学生の活動を伴走支援する業

務を行います。 

(1) 学生の相談対応・伴走支援 

(2) 学生と共創するイベント等の企画・運営 

(3) 産官学・地域団体との連携調整 

(4) 情報発信・可視化（SNS/レポート） 

(5) 学生“どまんなか”プロジェクト推進会議等への参加 

活動時間の 

目安 

月 140〜160 時間程度 

※活動内容に応じて変動します。 

※業務量が過大とならないよう、市担当者と調整しながら進めていただきます。 

身 分 個人事業主として、福井市との間で委託契約を締結します。 



※市との雇用関係はありません。 

契約期間 

契約日から令和９年３月３１日まで 

※契約日は、令和８年１０月１日より前の日とし、協議したうえで決定します。 

※年度ごとの契約とし、最初の契約の日から最長３年まで更新できます。 

※地域おこし協力隊としてふさわしくないと判断した場合は、契約期間中であっても契約

を解除または契約を更新しないことがあります。 

勤務時間 
原則として定めはありません。 

※ただし、毎週開庁時間内に市職員との活動に関する打ち合わせを行う予定です。 

報酬 

月額：290,000 円 

※活動期間が１月に満たない場合は当該月の歴日数の日割りとします。 

※当月分委託料は、翌月中に払い込みます。初月は委託料の支払いがないため、ご留意く

ださい。 

活動費 

活動に必要な経費等は予算の範囲内で市から支給します。 

※隊員からの請求に応じて月額報酬に併せて払い込みます。 

※家賃の一部、車両燃料費の一部、活動旅費、外注費等、隊員の活動に必要と認められる

経費については、活動費から支出できますが、支出の可否については個別の内容により

判断するため、市への事前確認が必要です。 

※事業計画書、実施報告書等の提出が必要となります。 

社会保険 雇用保険には加入しません。健康保険、年金等は各自でご加入ください。 

副 業 
事前に協議の上、任期中の活動に支障のない範囲で行うことが可能です。 

※すでに副業を行っている場合は応募用紙に内容を明記してください。 

住 居 

住宅はご自身で契約をしていただきます。 

※物件の紹介や斡旋は行いませんが、地域の概要など一般的な情報について、お伝えでき

る範囲でご案内します。 

※引っ越しに係る費用、居住に要する生活用品、光熱水費等は自己負担になります。 

※家賃については、活動拠点借上料として家賃月額の半額（最大 40,000 円/月※駐車場代

込）を活動費から支出することができます。 

車 両 

活動に必要な車両は、隊員が用意するものとします。 

車両は自家用車の使用又はカーリース契約等（任意）とします。 

・カーリース契約を行う場合は、業務の安定的な実施の観点から、年間契約等の中長期契

約を推奨します（活動費からの支出額：最大 20,000 円/月）。 

 ※カーリース契約に係る任意保険については、契約内容により取扱いが異なります 

任意保険が月額に含まれない場合は、各自で加入するものとし、任意保険料は自己負

担とします（カーリースには任意保険が含まれていない場合が一般的です）。 

・自家用車を使用する場合、車検費用、保険料、整備費等は自己負担とし、活動費の対象

外とします。 

・燃料費については、業務で使用した走行距離に応じて支給することとし、走行距離は日

報等により記録・報告していただきます（私用での使用分は活動費の対象外とします）。 

※詳細な運用は別途定めます。 

募集要件 

(1) 応募時点において、三大都市圏内の都市地域、政令指定都市等、総務省「地域おこし

協力隊推進要綱」に規定する地域に在住し、採用後に生活の拠点及び住民票を福井市

へ異動できる方 



※地域要件の詳細については、総務省「地域おこし協力隊推進要綱」に基づきます。 

※ただし、これまで地域おこし協力隊として 2 年以上活動し、かつ委嘱を解かれてか

ら 1 年以内の者はこの限りではありません。 

(2) 普通自動車運転免許を持っている方 

(3) 心身ともに健康で積極的に活動できる方 

(4) 地方公務員法第 16 条に規定する一般職の職員の欠格条項に該当しない方 

求める 

人材像 

学生にとって、福井駅周辺が「ただの通過点」から「学びを実装できる場」「挑戦を重ねら

れる場」「また戻りたくなる場」へ。その変化を、地域・企業・大学・行政とともに丁寧に

編み上げていける方をお待ちしています。 

(1) 人と話すことが好きで、学生や地域・企業などとの対話を通じて関係づくりに 

取組める方 

(2) 現場や人の声から課題の芽を見つけ、解決に向けて柔軟に動ける方 

(3) ヒアリングや意見交換をためらわずに行い、相手の思いを丁寧に受け止められる方 

(4) 学生と一緒に、スモールスタートの企画・イベントづくりに前向きに挑戦できる方 

(5) SNS や記事などで、タイムリーに情報発信することが好きな方 

(6) パソコンの一般的な操作（メール、ワード、エクセル、パワーポイント）および、オ

ンライン会議ツール（Zoom、Teams 等）を用いたコミュニケーションができる方 

(7) 内外において、本市の名誉と信用を傷つけ、または本市の不利益となるような行為を

しない方 

応募手続 

(1) 申込期間   令和 8 年 5 月 11 日（月）～令和 8 年 6 月 30 日（火） 

(2) 提出書類 

  ① 福井市地域おこし協力隊応募用紙（別添様式あり） 

  ② 履歴書 

  ③ 住民票抄本の写し 

※令和 8 年 5 月 11 日以降に取得した現在の居住地を証明するもの 

後日、原本の提出を求めますので保管してください。 

  ④ 運転免許証の写し 

(3) 提出先 

  末尾記載のアドレスへメールで提出してください。  

  件 名：令和 8 年度地域おこし協力隊応募（氏名） 

 ※応募に係る経費（郵送費等）は応募者の自己負担となります。 

選考方法 

(1) 第 1 次選考（書類選考） 

  応募から 1 週間～2 週間程度で第 2 次選考の決定又は不採用を通知します。 

(2) 第 2 次選考（面接選考） 

  7 月 15 日（水）にオンラインによる開催を予定しています。 

選考結果は 7 月 31 日（金）までに通知します。 

その他 

（注意点） 

SNS 投稿・写真・動画等の成果物に係る著作権は市に帰属します。 

※本人の実績紹介としての利用は妨げません。 

応募先 

問合せ先 

〒９１０－８５１１ 福井市大手３丁目１０－１ 

福井市 都市政策部 都市整備課  担当：愛清、野瀬 

TEL：（０７７６）２０－5454  MAIL： tosiseibi@city.fukui.lg.jp 

 


